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第
だ い

２章
しょう

 町
ちょう

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に係
かか

る概況
がいきょう

と課題
か だ い

  

１．人口
じんこう

動態
どうたい

 

○ 総
そう

人口
じんこう

・年齢
ねんれい

3区分
くぶん

別
べつ

人口
じんこう

 

町
ちょう

の人口
じんこう

は 2015年
ねん

が 36,376人
にん

、1985年
ねん

から一貫
いっかん

して増加
ぞうか

しています。 

国立
こくりつ

社会
しゃかい

保障
ほしょう

・人口
じんこう

問題
もんだい

研 究所
けんきゅうじょ

の人口
じんこう

推計
すいけい

によると、2020年
ねん

に 36,501人
にん

のピー

クを迎
むか

えた後
あと

に減 少
げんしょう

に転
てん

じ、2045年
ねん

には 2015年
ねん

人口
じんこう

から約
やく

5,000人
にん

減
げん

の 31,565

人
にん

となることが見込
み こ

まれています。 

年齢
ねんれい

3区分
くぶん

別
べつ

人口
じんこう

についてみるとは、2015年
ねん

の老年
ろうねん

人口
じんこう

比率
ひりつ

（高齢化
こうれいか

率
りつ

）は 21.5%、

生産
せいさん

年齢
ねんれい

人口
じんこう

は 62.4％、年 少
ねんしょう

人口
じんこう

は 16.0％となっています。 

同
おな

じく国立
こくりつ

社会
しゃかい

保障
ほしょう

・人口
じんこう

問題
もんだい

研 究所
けんきゅうじょ

によると、今後
こんご

、老年
ろうねん

人口
じんこう

比率
ひりつ

はさらに 上 昇
じょうしょう

し、2045年
ねん

には 38.4%になると推計
すいけい

されています。 

年 少
ねんしょう

人口
じんこう

は、2005年
ねん

の 6,399人
にん

をピークに減 少
げんしょう

に転
てん

じており、2015年
ねん

では

5,830人
にん

となっています。2045年
ねん

の推計値
すいけいち

は、さらに約
やく

2,100人
にん

減 少
げんしょう

の 3,743人
にん

と

なっています。 
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２．障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の概況
がいきょう

 

① 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の推移
す い い

  

○ 手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

は、それぞれの手帳
てちょう

で増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあり、2017年度
ね ん ど

では、合計
ごうけい

で

1,949人
にん

、2023年度
ね ん ど

の推計値
すいけいち

では 2,531人
にん

となっています。 

○ 手帳
てちょう

の内訳
うちわけ

をみると、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

が 1,403人
にん

、療育
りょういく

手帳
てちょう

が 309人
にん

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

が 237人
にん

となっており、いずれかの手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している

障害
しょうがい

のある子
こ

どもの数
かず

は 148人
にん

となっています。 

 

 

 

■障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

の推移
す い い

 （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 1,306 1,369 1,390 1,403 1,447 1,481 1,516 1,551 1,587 1,624 

療育
りょういく

手帳
てちょう

 270 282 297 309 324 339 355 372 389 407 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

 161 176 199 237 263 300 341 387 440 500 

合計
ごうけい

 1,737 1,827 1,886 1,949 2,034 2,120 2,212 2,310 2,416 2,531 

うち、障害
しょうがい

のある子
こ

ども 143 143 149 148    
 

  

（各年
かくねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

；2018 年度
ねんど

以降
いこ う

は推計値
すいけいち

） 

  

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（人）

出典：精華町役場調べ（各年度 月 日現在、 年度以降は推計値）

障害者手帳所持者数の推移

身体障害者手帳 療育手帳 精神障害者保健福祉手帳

推計値

12
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② 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の高齢化
こうれいか

 

○ 身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

では、65歳
さい

以上
いじょう

の人
ひと

の比率
ひ り つ

をみると年々
ねんねん

増大
ぞうだい

しており、

2017年度
ね ん ど

では 73.6％となっています。 

■障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

に占
し

める 65歳
さい

以上
いじょう

比率
ひ り つ

の推移
す い い

 （%） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

 53.0 51.4 51.7 53.2 54.1 55.4 56.3 56.4 55.3 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 66.7 65.7 66.9 67.8 69.1 71.1 72.0 73.1 73.6 

療育
りょういく

手帳
てちょう

 4.6 4.3 3.6 4.2 5.3 4.8 5.0 4.7 4.5 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

 3.7 5.2 5.0 12.2 12.4 13.0 15.9 16.6 12.7 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 

 

 

 

③ 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

（障害
しょうがい

程度
て い ど

別
べつ

 等
とう

） 

○ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

では、1・2 級
きゅう

の重度者
じゅうどしゃ

の割合
わりあい

が約
やく

38%程度
て い ど

で推移
す い い

し

ています。種別
しゅべつ

をみると肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

と内部
な い ぶ

障害
しょうがい

が約
やく

85%を占
し

めています。 

■身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

の推移
す い い

（等級
とうきゅう

別
べつ

） （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

１級
きゅう

 295 302 313 323 325 337 351 364 362 

２級
きゅう

 159 161 161 155 146 148 159 170 170 

３級
きゅう

 196 212 216 214 218 225 226 219 221 

４級
きゅう

 350 367 381 394 414 427 443 446 452 

５級
きゅう

 79 81 84 86 87 94 104 101 107 

６級
きゅう

 74 73 74 72 75 75 86 90 91 

合
ごう

 計
けい

 1,153 1,196 1,229 1,244 1,265 1,306 1,369 1,390 1,403 

重度者
じゅうどしゃ

（1・2級
きゅう

）比率
ひりつ

（%） 39.4 38.7 38.6 38.4 37.2 37.1 37.3 38.4 37.9 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 
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■身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

の推移
す い い

（障害種
しょうがいしゅ

別
べつ

） （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

視覚
しかく

障害
しょうがい

 64 62 59 62 63 60 62 66 62 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

・平衡
へいこう

機能
きの う

 109 102 105 106 104 109 114 121 122 

音声
おんせい

・言語
げんご

機能
きの う

障害
しょうがい

 17 19 17 17 15 15 16 16 16 

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

 597 612 632 641 652 672 698 697 707 

内部
ないぶ

障害
しょうがい

 366 401 416 418 431 450 479 490 496 

合
ごう

 計
けい

 1,153 1,196 1,229 1,244 1,265 1,306 1,369 1,390 1,403 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 

 

○ 療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

では、近年
きんねん

、A
エー

判定
はんてい

の重度者
じゅうどしゃ

の割合
わりあい

が約
やく

40%程度
て い ど

で推移
す い い

して

います。 

■療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

の推移
す い い

（等
とう

級
きゅう

別
べつ

） （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

A
エー

 100 102 110 117 116 115 117 123 120 

B
ビー

 117 128 140 142 150 155 165 174 189 

合
ごう

 計
けい

 217 230 250 259 266 270 282 297 309 

重度者
じゅうどしゃ

（A
エー

）比率
ひりつ

（%） 46.1 44.3 44.0 45.2 43.6 42.6 41.5 41.4 38.8 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 

 

○ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

では、近年
きんねん

、1級
きゅう

の重度者
じゅうどしゃ

の割合
わりあい

は約
やく

10%程度
て い ど

で推移
す い い

していますが、総数
そうすう

は大
おお

きく伸
の

びており、うち 3級
きゅう

の人
ひと

の割合
わりあい

が増大
ぞうだい

し

ています。 

■精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
すう

の推移
す い い

（等
とう

級
きゅう

別
べつ

） （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

１級
きゅう

 19 20 20 14 13 17 18 20 24 

２級
きゅう

 55 73 73 68 73 79 79 87 99 

３級
きゅう

 33 42 48 49 59 65 79 92 114 

合
ごう

 計
けい

 107 135 141 131 145 161 176 199 237 

重度者
じゅうどしゃ

（1級
きゅう

）比率
ひりつ

（%） 17.8 14.8 14.2 10.7 9.0 10.6 10.2 10.1 10.1 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 

  

14



15 

３．自立支援医療
じりつしえんいりょう

における支給認定
しきゅうにんてい

の概況
がいきょう

 

○ 自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

支給認定者数
しきゅうにんていしゃすう

は、増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあり、2017年度
ね ん ど

では、合計
ごうけい

で 535

人
にん

となっています。 

○ 内訳
うちわけ

をみると、育成
いくせい

医療
いりょう

、更生
こうせい

医療
いりょう

については微増
び ぞ う

傾向
けいこう

となっています。精神
せいしん

通院
つういん

については、数年
すうねん

の間
あいだ

で大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

しています。 

■自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

における支給
しきゅう

認定者
にんていしゃ

数
すう

の推移
す い い

 （人
にん

） 

 年度
ねんど

 

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

育成
いくせい

医療
いりょう

     19 15 19 13 16 

更生
こうせい

医療
いりょう

 71 84 87 100 102 99 87 103 101 

精神
せいしん

通院
つういん

 351 409 388 338 337 357 375 412 418 

合
ごう

 計
けい

 422 493 475 438 458 471 481 528 535 

（各
かく

年
ねん

3月
がつ

31日
にち

現在
げんざい

） 

※ 育成
いくせい

医療
いりょう

については、2012年度
ねんど

以前
いぜ ん

は、京都府
きょうとふ

の事務
じ む

事業
じぎょう

であったため、統計
とうけい

資料
しりょう

が存在
そんざい

しません。 
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４．特別支援教育
とくべつしえんきょういく

の概況
がいきょう

 

○ すべての小学校
しょうがっこう

に特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

を設置
せ っ ち

しているほか、通
つう

級
きゅう

指導
し ど う

のため、

精北
せいほく

・川西
かわにし

小学校
しょうがっこう

区
く

の子
こ

どもに対応
たいおう

する川西
かわにし

教室
きょうしつ

と、山田荘
やまだしょう

・東 光
ひがしひかり

・精華台
せいかだい

小学校
しょうがっこう

区
く

の子
こ

どもに対応
たいおう

する精華台
せいかだい

教室
きょうしつ

を開設
かいせつ

しています。 

○ 町内
ちょうない

に南山城
みなみやましろ

支援
し え ん

学校
がっこう

があります。 

○ 2018年
ねん

5月
がつ

現在
げんざい

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

・学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する児童
じ ど う

・生徒
せ い と

数
すう

は、下表
かひょう

のと

おりとなっています。 

■特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

の児童
じ ど う

・生徒
せ い と

数
すう

 

 

■特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の児童
じ ど う

・生徒
せ い と

数
すう

 （人
にん

） 

小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う 

1年生
ねんせい

 7 
 小学部

しょうがくぶ

 12 

2年生
ねんせい

 8 
 中学部

ちゅうがくぶ

 12 

3年生
ねんせい

 9 
 高等部

こうとうぶ

 26 

4年生
ねんせい

 9 
 合

ごう

 計
けい

 50 

5年生
ねんせい

 12 
   

6年生
ねんせい

 8 
   

合
ごう

 計
けい

 53 
   

中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 

1年生
ねんせい

 4 
   

2年生
ねんせい

 10 
   

3年生
ねんせい

 5 
   

合
ごう

 計
けい

 19 
 （2018年

ねん

5月
がつ

現在
げんざい

） 
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５．山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

※の社会
しゃかい

資源
し げん

の概況
がいきょう

 

○ 2019年
ねん

1月
がつ

現在
げんざい

の山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

（事業所
じぎょうしょ

数
すう

）は、以下
い か

のとおりとな

っています。 

■訪問系
ほうもんけい

サービス  

 
居宅
きょたく

介護
かい ご

 

（ホームヘルプ） 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

 

介護
かいご

 
同行
どうこう

援護
えん ご

 行動
こうどう

援護
えん ご

 
重度
じゅうど

障害
しょうがい

者
しゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
しえ ん

 

精華町
せいかちょう

 4 3 2 2 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 6 6 0 2 0 

 

■日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 

 短期
たんき

入所
にゅうしょ

 

（ショートス

テイ） 

療養
りょうよう

介護
かい ご

 生活
せいかつ

介護
かい ご

 

精華町
せいかちょう

 0 0 7 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 4 0 8 

 

■施設
し せ つ

系
けい

サービス 

 
施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえ ん

 

精華町
せいかちょう

 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 1 

 

■居住
きょじゅう

系
けい

サービス  

 自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 
共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

（グループホーム） 

精華町
せいかちょう

 0 2 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 0 5 

 

■訓練
くんれん

系
けい

・就労
しゅうろう

系
けい

サービス 

 自立
じりつ

訓練
くんれん

 

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 

自立
じりつ

訓練
くんれん

 

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

就労
しゅうろう

移行
いこ う

 

支援
しえん

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

 

支援
しえん

（A
エー

型
がた

） 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

 

支援
しえん

（B
ビー

型
がた

） 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

 

支援
しえん

 

精華町
せいかちょう

 0 0 0 0 4 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 0 2 1 3 6 0 

 

■障害
しょうがい

児
じ

入所
にゅうしょ

・通所
つうしょ

支援
し え ん

事業
じぎょう

  

 障害
しょうがい

児
じ

 

入所
にゅうしょ

支援
しえ ん

 

児童
じどう

 

発達
はったつ

支援
しえ ん

 

放課後
ほ う か ご

等
とう

 

デイサービス 

保育所
ほいくしょ

等
とう

 

訪問
ほうもん

支援
しえ ん

 

精華町
せいかちょう

 0 2 5 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 0 4 9 0 
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■相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

  
 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえ ん

 
障害
しょうがい

児
じ

 

相談
そうだん

支援
しえ ん

 
地域
ちいき

移行
いこ う

支援
しえ ん

 地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえ ん

 
障害
しょうがい

者
しゃ

 

相談
そうだん

支援
しえ ん

事業
じぎょう

 

基幹
きかん

相談
そうだん

 

支援
しえん

センター 

精華町
せいかちょう

 1 1 0 0 1 1 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 6 6 3 3 1 1 

 

 

■地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

 日中
にっちゅう

一時
いち じ

 

支援
しえん

事業
じぎょう

 

移動
いどう

支援
しえ ん

 

事業
じぎょう

 

地域
ちいき

活動
かつどう

 

支援
しえん

センター 

精華町
せいかちょう

 4 2 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 5 3 1 

 

■その他
た

の相談
そうだん

機関
き か ん

 

 就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

 

支援
しえん

センター 

成年
せいねん

後見
こうけん

 

支援
しえん

センター 

児童
じどう

発達
はったつ

 

支援
しえん

センター 

精華町
せいかちょう

 0 （1）※ 0 

圏域
けんいき

（町外
ちょうがい

） 1 0 0 

※ 成年
せいねん

後見
こうけん

支援
し え ん

センターは、2019年度
ね ん ど

中
ちゅう

の開業
かいぎょう

見込
み こ

み。 

※ 山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

とは、木津川市
き づ が わ し

・精華町
せいかちょう

・和束町
わづかちょう

・笠置町
かさぎちょう

・南山城村
みなみやましろむら

の 1市
し

３町
ちょう

１村
そん

を指
さ

します。 
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６．住民
じゅうみん

の意識
い しき

 

○ 平成
へいせい

30（2018）年
ねん

2月
がつ

に実施
じ っ し

した「精華町
せいかちょう

の共生
きょうせい

社会
しゃかい

（障害
しょうがい

福祉
ふ く し

）に関
かん

す

るアンケート調査
ちょうさ

」の結果
け っ か

の概要
がいよう

は、以下
い か

のとおりとなっています。 

■ 相談
そうだん

機関
きか ん

の連携
れんけい

や健康
けんこう

づくりの取組
とりくみ

 

○ 平成
へいせい

23（2011）年度
ねん ど

調査
ちょうさ

と比較
ひか く

すると、リハビリや健康
けんこう

診断
しんだん

の受診
じゅしん

、かかりつけ医師
い し

等
とう

の有無
う む

などの回答
かいとう

は良
よ

くなっています。全体
ぜんたい

では健康
けんこう

づくりの取組
とりくみ

は前進
ぜんしん

していると

思
おも

われますが、障害
しょうがい

種
しゅ

別
べつ

で状 況
じょうきょう

をみていく必要
ひつよう

があります。 

○ 病院
びょういん

が相談
そうだん

先
さき

として突出
とっしゅつ

しており、役場
やくば

、事業所
じぎょうしょ

、障害
しょうがい

者
しゃ

相談
そうだん

支援
しえ ん

センターが続
つづ

いて

います。「どこに相談
そうだん

に行
い

けばよいか分
わ

からない」といった問題
もんだい

点
てん

が指摘
して き

されており、相談
そうだん

機関
きか ん

の周知
しゅうち

や連携
れんけい

が求
もと

められています。 

■ 社会
しゃかい

参加
さん か

の促進
そくしん

 

○ 回答者
かいとうしゃ

全体
ぜんたい

の 67.6％が一日
いちにち

おき程度
ていど

の外出
がいしゅつ

機会
きか い

があり、57.9％が仲間
なかま

や隣近所
となりきんじょ

との

交流
こうりゅう

があるなど、人
ひと

とのつながりをもっています。町行事
ちょうぎょうじ

への参加度
さ ん か ど

が上
あ

がる一方
いっぽう

で、

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

やボランティアの認知度
に ん ち ど

が下
さ

がる傾向
けいこう

にあります。 

○ 回答者
かいとうしゃ

全体
ぜんたい

の 25.8％が福祉
ふくし

施設
しせ つ

を含
ふく

めた就労
しゅうろう

の場
ば

で働
はたら

いています。精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は常勤
じょうきん

やパート・臨時
りんじ

雇用
こよ う

で、療育
りょういく

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

は福祉
ふく し

施設
しせ つ

で 働
はたら

いてい

るなど、障害
しょうがい

種
しゅ

別
べつ

で就労
しゅうろう

形態
けいたい

が異
こと

なっており、就労
しゅうろう

実態
じったい

やニーズの違
ちが

いへの対応
たいおう

が求
もと

められます。 

■ 地域
ちいき

ぐるみの人
ひと

のつながりづくり 

○ 介助者
かいじょしゃ

では「近所
きんじょ

付
つ

き合
あ

いがないため期待
きたい

できない（11.8％）」「障害者
しょうがいしゃ

がいること

を知
し

られたくない（3.8％）」といった回答
かいとう

があり、地域
ちいき

とのつながりに消 極 的
しょうきょくてき

な面
めん

が

あります。 

○ 療育
りょういく

手帳
てちょう

や精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

について、地域
ちいき

とのつながりに消 極 的
しょうきょくてき

な

回答
かいとう

があることから、地域
ちいき

ぐるみの介助者
かいじょしゃ

支援
しえ ん

の対応
たいおう

が求
もと

められています。 

■ 差別
さべつ

解消
かいしょう

の取組
とりくみ

 

○ 障害
しょうがい

者
しゃ

権利
けん り

条
じょう

約
やく

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

等
とう

について、回答者
かいとうしゃ

全体
ぜんたい

の約
やく

3割
わり

が「知
し

っている」と答
こた

え

ています。 

○ 15.1％に差別
さべつ

された経験
けいけん

があり、若
わか

い世代
せだい

、療育
りょういく

手帳
てちょう

や精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほけ ん

福祉
ふく し

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

に差別
さべ つ

経験
けいけん

者
しゃ

の比率
ひり つ

が高
たか

くなっています。就労
しゅうろう

の現場
げん ば

において、福祉
ふくし

施設
しせ つ

で働
はたら

い

ている、パート・臨時
りんじ

雇用
こよ う

の回答者
かいとうしゃ

について差別
さべつ

経験
けいけん

者
しゃ

の比率
ひり つ

が高
たか

くなっています。 

○ 差別
さべつ

事例
じれ い

の回答
かいとう

は職場
しょくば

が最
もっと

も多
おお

く、また、学校
がっこう

等
とう

の教育
きょういく

現場
げん ば

、建物
たてもの

や交通
こうつう

機関
きか ん

、情報
じょうほう

コミュニケーション、医療
いりょう

、買
か

い物
もの

や食事
しょくじ

、地域
ちい き

や家庭
かて い

について、具体的
ぐたいてき

事例
じれ い

が挙
あ

げら

れています。 

■ 介助者
かいじょしゃ

を含
ふく

めた精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

の支援
しえ ん

 

○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

者
しゃ

手帳
てちょう

保持
ほ じ

者
しゃ

は「友人
ゆうじん

や相談
そうだん

相手
あい て

はいない（26.3％）」「家族
かぞく

や親族
しんぞく

以外
いが い

の交流
こうりゅう

はない（43.8％）」といった回答
かいとう

があり、介助者
かいじょしゃ

についても「障害者
しょうがいしゃ

がいることを知
し

ら

れたくない（12.5％）」など、人
ひと

とのつながりが弱
よわ

い状 況
じょうきょう

がうかがえます。 

○ 福祉
ふくし

サービスによる支援
しえん

とともに、地域
ちいき

における孤立
こりつ

を防
ふせ

ぐ取組
とりくみ

が求
もと

められています。 
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７．計画
けいかく

課題
か だい

 
 

［１］ 一貫
いっかん

した発達
はったつ

支援
し えん

 

（概況
がいきょう

） 

○ 町
ちょう

では、母子
ぼ し

に対
たい

する訪問
ほうもん

・相談
そうだん

支援
し え ん

や乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
し ん さ

、就学前
しゅうがくまえ

教育
きょういく

・保育
ほ い く

等
とう

を通
つう

じて、子
こ

どもの発達
はったつ

の遅
おく

れや障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

に努
つと

め、療育
りょういく

教室
きょうしつ

などに

よる早期
そ う き

対応
たいおう

を図
はか

り、円滑
えんかつ

な就学
しゅうがく

、また、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の生活
せいかつ

へとつなぐ、切
き

れ

目
め

ない支援
し え ん

の体制
たいせい

をつくっています。 

○ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

と地域
ち い き

の学校
がっこう

との連携
れんけい

のもと、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で生
い

きがいを感
かん

じながら暮
く

らしていけるよう、自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

に必要
ひつよう

な 力
ちから

を

培
つちか

うための教育
きょういく

を行
おこな

っています。 

○ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの整備
せ い び

が進
すす

んだことで、家庭
か て い

や学校
がっこう

など子
こ

どもの

生活
せいかつ

場面
ば め ん

での支援
し え ん

を工夫
く ふ う

することよりも、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

を優先
ゆうせん

させ

やすい状 況
じょうきょう

が生
しょう

じています。 

（課題
か だ い

） 

○ 乳児期
にゅうじき

においては、子
こ

どもの障害
しょうがい

や発達
はったつ

上
じょう

の問題
もんだい

は、子育
こ そ だ

ての不安
ふ あ ん

や育
そだ

てづ

らさに結
むす

びつきがちであることから、新
あら

たに設置
せ っ ち

した母子
ぼ し

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センターの

機能
き の う

も活用
かつよう

して、さらなる対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることが求
もと

められます。 

○ 「子
こ

どもの障害
しょうがい

に専門
せんもん

的
てき

な相談
そうだん

対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

」と「障害
しょうがい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

える療育
りょういく

機関
き か ん

」を求
もと

める声
こえ

が多
おお

くあり、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた、専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い支援
し え ん

が求
もと

められます。 

○ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどを提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

における療育
りょういく

の

質
しつ

の向上
こうじょう

が求
もと

められます。 

○ 子
こ

どもが適切
てきせつ

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどを利用
り よ う

する

子
こ

どもの養育
よういく

者
しゃ

に対
たい

して正
ただ

しい知識
ち し き

の普及
ふきゅう

と意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

るとともに、子
こ

ども

への関
かか

わり方
かた

についての技能
ぎ の う

習得
しゅうとく

の機会
き か い

を充実
じゅうじつ

させていくことが求
もと

められます。 

○ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の活用
かつよう

など、支援
し え ん

者
しゃ

が、保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

、放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラ

ブなど、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもの生活
せいかつ

場面
ば め ん

において状 況
じょうきょう

の改善
かいぜん

を図
はか

っていくこ

とを基本
き ほ ん

としていく必要
ひつよう

があります。 
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○ 保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

、また、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサー

ビスや日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

などの障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの間
あいだ

での円滑
えんかつ

な引
ひ

き継
つ

ぎ

や進路
し ん ろ

の変更
へんこう

などをサポートする体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が求
もと

められます。 

○ 小学生
しょうがくせい

の放課後
ほ う か ご

対策
たいさく

としては放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブでの受
う

け入
い

れが実施
じ っ し

されてい

ますが、中学生
ちゅうがくせい

・高校生
こうこうせい

向
む

けの放課後
ほ う か ご

対策
たいさく

が求
もと

められます。 

○ 第
だい

１期
き

障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

における、山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

での児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センターの

平成
へいせい

32（2020）年度
ね ん ど

末
まつ

までの整備
せ い び

の位置
い ち

づけを踏
ふ

まえ、発達
はったつ

支援
し え ん

ルーム「こ

ねっく」、また、山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

で運営
うんえい

する「相楽
そうらく

療育
りょういく

教室
きょうしつ

」の今後
こ ん ご

のあり方
かた

を

含
ふく

めた検討
けんとう

を進
すす

め、具体的
ぐたいてき

に整備
せ い び

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ 子
こ

どもが、将来
しょうらい

に自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むためには、社会
しゃかい

参加
さ ん か

に適応
てきおう

するための

交流
こうりゅう

機会
き か い

づくりが求
もと

められます。そのため、早
はや

い段階
だんかい

から障害
しょうがい

者
しゃ

団体
だんたい

の認知
に ん ち

・

理解
り か い

を促
うなが

し、団体
だんたい

を活用
かつよう

する力
ちから

を育
はぐく

むことが求
もと

められます。 

 

 

［２］ 社会
しゃかい

参加
さ ん か

の拡充
かくじゅう

 

（概況
がいきょう

） 

○ 障害
しょうがい

種
しゅ

別
べつ

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえて、日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

等
とう

の場
ば

と機会
き か い

づくりが進
すす

んでき

ていますが、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の「生活
せいかつ

の場
ば

」「余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

」「働
はたら

く場
ば

」は、まだ

まだ不足
ふ そ く

しています。 

○ 町域
ちょういき

における雇用
こ よ う

対策
たいさく

に関
かん

する施策
せ さ く

等
とう

を効果的
こうかてき

に実施
じ っ し

するため、平成
へいせい

29

（2017）年度
ね ん ど

に京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

との間
あいだ

で「京都府
きょうとふ

精華町
せいかちょう

雇用
こ よ う

対策
たいさく

協定
きょうてい

」を締結
ていけつ

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こ よ う

についても、進
すす

めています。 

○ 平成
へいせい

３０（2018）年
ねん

４月
がつ

から、障害
しょうがい

のある人
ひと

の法
ほう

定
てい

雇用
こ よ う

率
りつ

が引
ひ

き上
あ

げられる

とともに、算定
さんてい

基礎
き そ

に精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

が加
くわ

えられました。  

※資料
しりょう

：厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう
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７．計画
けいかく

課題
か だい

 
 

［１］ 一貫
いっかん

した発達
はったつ

支援
し えん

 

（概況
がいきょう

） 

○ 町
ちょう

では、母子
ぼ し

に対
たい

する訪問
ほうもん

・相談
そうだん

支援
し え ん

や乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

診査
し ん さ

、就学前
しゅうがくまえ

教育
きょういく

・保育
ほ い く

等
とう

を通
つう

じて、子
こ

どもの発達
はったつ

の遅
おく

れや障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

に努
つと

め、療育
りょういく

教室
きょうしつ

などに

よる早期
そ う き

対応
たいおう

を図
はか

り、円滑
えんかつ

な就学
しゅうがく

、また、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の生活
せいかつ

へとつなぐ、切
き

れ

目
め

ない支援
し え ん

の体制
たいせい

をつくっています。 

○ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

と地域
ち い き

の学校
がっこう

との連携
れんけい

のもと、障害
しょうがい

のある人
ひと

が、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で生
い

きがいを感
かん

じながら暮
く

らしていけるよう、自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

に必要
ひつよう

な 力
ちから

を

培
つちか

うための教育
きょういく

を行
おこな

っています。 

○ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどの整備
せ い び

が進
すす

んだことで、家庭
か て い

や学校
がっこう

など子
こ

どもの

生活
せいかつ

場面
ば め ん

での支援
し え ん

を工夫
く ふ う

することよりも、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

を優先
ゆうせん

させ

やすい状 況
じょうきょう

が生
しょう

じています。 

（課題
か だ い

） 

○ 乳児期
にゅうじき

においては、子
こ

どもの障害
しょうがい

や発達
はったつ

上
じょう

の問題
もんだい

は、子育
こ そ だ

ての不安
ふ あ ん

や育
そだ

てづ

らさに結
むす

びつきがちであることから、新
あら

たに設置
せ っ ち

した母子
ぼ し

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センターの

機能
き の う

も活用
かつよう

して、さらなる対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることが求
もと

められます。 

○ 「子
こ

どもの障害
しょうがい

に専門
せんもん

的
てき

な相談
そうだん

対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

」と「障害
しょうがい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
し え ん

を行
おこな

える療育
りょういく

機関
き か ん

」を求
もと

める声
こえ

が多
おお

くあり、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に応
おう

じた、専門
せんもん

性
せい

の高
たか

い支援
し え ん

が求
もと

められます。 

○ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどを提供
ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

における療育
りょういく

の

質
しつ

の向上
こうじょう

が求
もと

められます。 

○ 子
こ

どもが適切
てきせつ

な療育
りょういく

を受
う

けられるよう、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなどを利用
り よ う

する

子
こ

どもの養育
よういく

者
しゃ

に対
たい

して正
ただ

しい知識
ち し き

の普及
ふきゅう

と意識
い し き

啓発
けいはつ

を図
はか

るとともに、子
こ

ども

への関
かか

わり方
かた

についての技能
ぎ の う

習得
しゅうとく

の機会
き か い

を充実
じゅうじつ

させていくことが求
もと

められます。 

○ 保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

の活用
かつよう

など、支援
し え ん

者
しゃ

が、保育所
ほいくしょ

や学校
がっこう

、放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラ

ブなど、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子
こ

どもの生活
せいかつ

場面
ば め ん

において状 況
じょうきょう

の改善
かいぜん

を図
はか

っていくこ

とを基本
き ほ ん

としていく必要
ひつよう

があります。 
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○ 京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

、ハローワーク京都
きょうと

田辺
た な べ

などと連携
れんけい

して、「障害
しょうがい

のある方
かた

向
む

けの

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接
めんせつ

会
かい

」を年
ねん

1回
かい

行
おこな

っている他
ほか

、町役場
ちょうやくば

庁舎
ちょうしゃ

等
とう

において、ハローワ

ーク京都
きょうと

田辺
た な べ

による出 張
しゅっちょう

相談
そうだん

会
かい

を月
つき

1回
かい

実施
じ っ し

しています。 

○ 農業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

と福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

が連携
れんけい

する「農福
のうふく

連携
れんけい

」の取組
とりくみ

が全国
ぜんこく

各地
か く ち

で盛
さか

んになって

いることから、町
ちょう

においても、取組
とりくみ

の進展
しんてん

に期待
き た い

が寄
よ

せられています。 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

同士
ど う し

や関係者
かんけいしゃ

との交流
こうりゅう

の機会
き か い

、及
およ

び、社会
しゃかい

参加
さ ん か

の機会
き か い

として

「精華町
せいかちょう

障害児
しょうがいじ

者
しゃ

ふれあいのつどい」を年
ねん

１回
かい

行
おこな

っているほか、パラスポーツ

（障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ）の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

も行
おこな

っています。 

○ 平成
へいせい

32（2020）年
ねん

に東京
とうきょう

でオリンピック・パラリンピックが開催
かいさい

されるこ

とから、パラスポーツへの関心
かんしん

が高
たか

まっています。 

（課題
か だ い

） 

○ 学校
がっこう

卒業
そつぎょう

後
ご

の「生活
せいかつ

の場
ば

」「余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

」「働
はたら

く場
ば

」の充足
じゅうそく

に努
つと

める必要
ひつよう

が

あります。とりわけ、重度
じゅうど

障害
しょうがい

のある人
ひと

の日中
にっちゅう

の居場所
い ば し ょ

が不足
ふ そ く

しており、送迎
そうげい

がある生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

の整備
せ い び

が求
もと

められています。 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その人
ひと

らしく地域
ち い き

活動
かつどう

や文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

などに参加
さ ん か

できるよう、機会
き か い

の拡
かく

大
だい

と内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、本人
ほんにん

の自由
じ ゆ う

な選択
せんたく

を

基本
き ほ ん

として参加
さ ん か

と交流
こうりゅう

のしやすさを高
たか

めていく必要
ひつよう

があります。 

○ 企業
きぎょう

の障害
しょうがい

理解
り か い

と障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こ よ う

を促進
そくしん

するとともに、町役場
ちょうやくば

での職域
しょくいき

拡大
かくだい

や農福
のうふく

連携
れんけい

など多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

の可能性
かのうせい

を探
さぐ

り、障害
しょうがい

のある人
ひと

の働
はたら

く意欲
い よ く

と能力
のうりょく

に応
こた

える、柔軟
じゅうなん

な雇用
こ よ う

環境
かんきょう

を創出
そうしゅつ

・確保
か く ほ

していく必要
ひつよう

があります。 

○ 行政
ぎょうせい

機関
き か ん

における、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

・役務
え き む

に係
かか

る優
ゆう

先調達
せんちょうたつ

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

精華町
せいかちょう

障害児者
しょうがいじしゃ

ふれあいのつどいでのパラスポーツ体験
たいけん

（ボッチャの体験中
たいけんちゅう

）  
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［３］ 生活
せいかつ

の安心
あんしん

の確保
か くほ

・堅持
け んじ

 

（概況
がいきょう

） 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

るために必要
ひつよう

なサービスを 自
みずか

ら

選択
せんたく

し利用
り よ う

できるよう、役場
や く ば

窓口
まどぐち

の強化
きょうか

や基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センターを設置
せ っ ち

すると

ともに、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の強化
きょうか

を図
はか

るなど、体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ってきています。 

○ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスについても、量
りょう

的
てき

充足
じゅうそく

と質
しつ

の向上
こうじょう

に努
つと

めてきていますが、

医療
いりょう

的
てき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

への対応
たいおう

などにおいて、整備
せ い び

の余地
よ ち

が残
のこ

されています。 

○ いわゆる「親
おや

亡
な

き後
あと

」の生活
せいかつ

の場
ば

としてグループホームが望
のぞ

まれるところです

が、24時間
じ か ん

体制
たいせい

での運営
うんえい

に人材
じんざい

確保
か く ほ

の困難
こんなん

が大
おお

きく、また、立地
り っ ち

に係
かか

る地域
ち い き

理解
り か い

を得
え

る困難
こんなん

とも相
あい

まって、整備
せ い び

が進
すす

まない状 況
じょうきょう

にあります。 

○ 行動
こうどう

障害
しょうがい

や重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

、重度
じゅうど

の発達
はったつ

障害
しょうがい

がある人
ひと

などの生活
せいかつ

支援
し え ん

基盤
き ば ん

に

ついては、事業
じぎょう

者
しゃ

の対応
たいおう

力
りょく

を引
ひ

き出
だ

す制度
せ い ど

的
てき

な条件
じょうけん

が十分
じゅうぶん

でないことなども

あって整備
せ い び

が進
すす

んでいません。 

○ 健康
けんこう

の維持
い じ

・増進
ぞうしん

を支援
し え ん

するとともに、障害
しょうがい

の原因
げんいん

となる疾病
しっぺい

等
とう

の予防
よ ぼ う

と早期
そ う き

発見
はっけん

に努
つと

めて早期
そ う き

に適切
てきせつ

な医療
いりょう

やリハビリテーションにつなげるとともに、

適切
てきせつ

な医療
いりょう

が受
う

けられる体制
たいせい

を保
たも

っています。 

○ 近年
きんねん

の大規模
だ い き ぼ

な地震
じ し ん

や 集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

などの発生
はっせい

によって住民
じゅうみん

の防災
ぼうさい

意識
い し き

が高
たか

ま

り、地域
ち い き

における防災
ぼうさい

対策
たいさく

が進
すす

められる中
なか

で、障害
しょうがい

のある人
ひと

への対応
たいおう

の充実
じゅうじつ

を

進
すす

めています。 

○ 障害
しょうがい

があることで、交通
こうつう

事故
じ こ

や犯罪
はんざい

、消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

するトラブルなどに巻
ま

き込
こ

まれやすい状 況
じょうきょう

があります。 

 

（課題
か だ い

） 

○ アンケート調査
ちょうさ

結果
け っ か

において「どこに相談
そうだん

に行
い

けばよいかわからない」「専門
せんもん

相談
そうだん

ができる職員
しょくいん

がいない」といった回答
かいとう

も一定
いってい

あり、相談
そうだん

機関
き か ん

のさらなる

周知
しゅうち

と連携
れんけい

の向上
こうじょう

が求
もと

められます。 

○ 絆
きずな

ネットワークの強化
きょうか

を踏
ふ

まえた「丸
まる

ごと相談
そうだん

支援
し え ん

」の整備
せ い び

を進
すす

めて、相談
そうだん

件数
けんすう

の増加
ぞ う か

と相談
そうだん

内容
ないよう

の複雑化
ふくざつか

・多様化
た よ う か

に適切
てきせつ

に対処
たいしょ

する必要
ひつよう

があります。 
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○ 京都
きょうと

労働局
ろうどうきょく

、ハローワーク京都
きょうと

田辺
た な べ

などと連携
れんけい

して、「障害
しょうがい

のある方
かた

向
む

けの

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接
めんせつ

会
かい

」を年
ねん

1回
かい

行
おこな

っている他
ほか

、町役場
ちょうやくば

庁舎
ちょうしゃ

等
とう

において、ハローワ

ーク京都
きょうと

田辺
た な べ

による出 張
しゅっちょう

相談
そうだん

会
かい

を月
つき

1回
かい

実施
じ っ し

しています。 

○ 農業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

と福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

が連携
れんけい

する「農福
のうふく

連携
れんけい

」の取組
とりくみ

が全国
ぜんこく

各地
か く ち

で盛
さか

んになって

いることから、町
ちょう

においても、取組
とりくみ

の進展
しんてん

に期待
き た い

が寄
よ

せられています。 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

同士
ど う し

や関係者
かんけいしゃ

との交流
こうりゅう

の機会
き か い

、及
およ

び、社会
しゃかい

参加
さ ん か

の機会
き か い

として

「精華町
せいかちょう

障害児
しょうがいじ

者
しゃ

ふれあいのつどい」を年
ねん

１回
かい

行
おこな

っているほか、パラスポーツ

（障害
しょうがい

者
しゃ

スポーツ）の普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

も行
おこな

っています。 

○ 平成
へいせい

32（2020）年
ねん

に東京
とうきょう

でオリンピック・パラリンピックが開催
かいさい

されるこ

とから、パラスポーツへの関心
かんしん

が高
たか

まっています。 

（課題
か だ い

） 

○ 学校
がっこう

卒業
そつぎょう

後
ご

の「生活
せいかつ

の場
ば

」「余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

」「働
はたら

く場
ば

」の充足
じゅうそく

に努
つと

める必要
ひつよう

が

あります。とりわけ、重度
じゅうど

障害
しょうがい

のある人
ひと

の日中
にっちゅう

の居場所
い ば し ょ

が不足
ふ そ く

しており、送迎
そうげい

がある生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

の整備
せ い び

が求
もと

められています。 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、その人
ひと

らしく地域
ち い き

活動
かつどう

や文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

などに参加
さ ん か

できるよう、機会
き か い

の拡
かく

大
だい

と内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、本人
ほんにん

の自由
じ ゆ う

な選択
せんたく

を

基本
き ほ ん

として参加
さ ん か

と交流
こうりゅう

のしやすさを高
たか

めていく必要
ひつよう

があります。 

○ 企業
きぎょう

の障害
しょうがい

理解
り か い

と障害
しょうがい

のある人
ひと

の雇用
こ よ う

を促進
そくしん

するとともに、町役場
ちょうやくば

での職域
しょくいき

拡大
かくだい

や農福
のうふく

連携
れんけい

など多様
た よ う

な働
はたら

き方
かた

の可能性
かのうせい

を探
さぐ

り、障害
しょうがい

のある人
ひと

の働
はたら

く意欲
い よ く

と能力
のうりょく

に応
こた

える、柔軟
じゅうなん

な雇用
こ よ う

環境
かんきょう

を創出
そうしゅつ

・確保
か く ほ

していく必要
ひつよう

があります。 

○ 行政
ぎょうせい

機関
き か ん

における、障害
しょうがい

者
しゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

・役務
え き む

に係
かか

る優
ゆう

先調達
せんちょうたつ

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

精華町
せいかちょう

障害児者
しょうがいじしゃ

ふれあいのつどいでのパラスポーツ体験
たいけん

（ボッチャの体験中
たいけんちゅう

）  
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○ 介護保険
か い ご ほ け ん

制度
せ い ど

の共生
きょうせい

型
がた

サービスとの連携
れんけい

や、緊急時
きんきゅうじ

や医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な人
ひと

に

対応
たいおう

できる短期
た ん き

入所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

や短期
た ん き

入所
にゅうしょ

療養
りょうよう

介護
か い ご

の確保
か く ほ

を図
はか

る必要
ひつよう

があり

ます。 

○ 第
だい

５期
き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

における、山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

での地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

等
とう

（面的
めんてき

整備
せ い び

型
がた

）の平成
へいせい

32（2020）年度
ね ん ど

末
まつ

までの整備
せ い び

の位置
い ち

づけを踏
ふ

まえ、具体的
ぐたいてき

に整備
せ い び

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

○ 精神
せいしん

障害
しょうがい

のある人
ひと

の退院
たいいん

と地域
ち い き

生活
せいかつ

移行
い こ う

を進
すす

めるため、障害
しょうがい

特性
とくせい

に対
たい

する

地域
ち い き

理解
り か い

をつくりながら、生活
せいかつ

を支
ささ

えたり日中
にっちゅう

の居場所
い ば し ょ

となったりする施設
し せ つ

・

サービスの整備
せ い び

を進
すす

めていくことが求
もと

められます。 

○ 精神
せいしん

保健
ほ け ん

と自殺
じ さ つ

対策
たいさく

に係
かか

る対応
たいおう

力
りょく

の向上
こうじょう

とメンタルヘルスに係
かか

る啓発
けいはつ

に努
つと

め

るとともに、ゲートキーパー養成
ようせい

などにさらに取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

○ 防災
ぼうさい

や被災
ひ さ い

時
じ

の救助
きゅうじょ

・避難
ひ な ん

の対策
たいさく

、また、交通
こうつう

安全
あんぜん

・犯罪
はんざい

・消費
しょうひ

生活
せいかつ

トラブル

などへの対策
たいさく

に関
かん

して、地域
ち い き

ぐるみで障害
しょうがい

のある人
ひと

への対応
たいおう

力
りょく

を向上
こうじょう

させて

いく必要
ひつよう

があります。 

○ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、交通
こうつう

事故
じ こ

や犯罪
はんざい

、消費
しょうひ

生活
せいかつ

に関
かん

するトラブルなどから、生命
せいめい

や財産
ざいさん

を守
まも

ることのできる体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させる必要
ひつよう

があります。 

 

  

※資料
しりょう

：厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう
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［４］ 福祉
ふ く し

人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
か く ほ

 

（概況
がいきょう

） 

○ 福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

は全国的
ぜんこくてき

な課題
か だ い

ですが、町
ちょう

においても、フォーマル、インフォ

ーマル両方
りょうほう

の人材
じんざい

が大
おお

きく不足
ふ そ く

しており、必要
ひつよう

な施設
し せ つ

・サービスの整備
せ い び

が進
すす

ま

ない状 況
じょうきょう

にあります。 

○ 「京都府
きょうとふ

精華町
せいかちょう

雇用
こ よ う

対策
たいさく

協定
きょうてい

」に基
もと

づいて「福祉
ふ く し

職場
しょくば

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接会
めんせつかい

」を実施
じ っ し

するなどにより、人材
じんざい

確保
か く ほ

に努
つと

めています。 

（課題
か だ い

） 

○ 学校
がっこう

教育
きょういく

や社会
しゃかい

教育
きょういく

における福祉
ふ く し

教育
きょういく

を重視
じゅうし

し、一人
ひ と り

ひとりを大切
たいせつ

にする

地域
ち い き

の福祉
ふ く し

力
りょく

を、継続的
けいぞくてき

に高
たか

めていく必要
ひつよう

があります。 

○ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
とう

が 行
おこな

っているインターンシップや児童
じ ど う

生徒
せ い と

の職場
しょくば

体験
たいけん

などの機会
き か い

が有効
ゆうこう

に活
い

かされるよう、運営
うんえい

法
ほう

人
じん

等
とう

との連携
れんけい

を図
はか

っていきます。 

○ 精華町
せいかちょう

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

が運営
うんえい

するボランティアセンターは、福祉
ふ く し

ボランティア

センター機能
き の う

の位置
い ち

づけですが、より広
ひろ

い住民
じゅうみん

ボランティアセンター機能
き の う

との

整理
せ い り

を図
はか

って、分野
ぶ ん や

別
べつ

の人材
じんざい

の相互
そ う ご

乗
の

り入
い

れなどがしやすい状 況
じょうきょう

を作
つく

ってい

くことが望
のぞ

まれます。 

○ 国
くに

・京都府
きょうとふ

などへの働
はたら

きかけを行
おこな

うとともに、山城南
やましろみなみ

圏域
けんいき

での協議
きょうぎ

などを通
つう

じ、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

に係
かか

る人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
か く ほ

に計画
けいかく

的
てき

に取
と

り組
く

むことが求
もと

められます。 

○ 障害
しょうがい

や発達
はったつ

等
とう

についての深
ふか

い理解
り か い

を 培
つちか

える研
けん

修
しゅう

など、福祉
ふ く し

人材
じんざい

の専門性
せんもんせい

向上
こうじょう

のための機会
き か い

を増
ふ

やし、既存
き そ ん

の人材
じんざい

がより有効
ゆうこう

な相談
そうだん

支援
し え ん

等
とう

に当
あ

たれるよ

う図
はか

っていくことが求
もと

められます。 

 

   

 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

・保育
ほ い く

施設
し せ つ

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接会
めんせつかい

の様子
よ う す

  保育所
ほいくしょ

での手話
し ゅ わ

教育
きょういく

の様子
よ う す

 

  

25



26 

 

［５］ 地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり 

（概況
がいきょう

） 

○ 障害
しょうがい

と障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
り か い

の促進
そくしん

は、依
い

然
ぜん

として障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の基本
き ほ ん

的
てき

な

課題
か だ い

であり、障害
しょうがい

があることを理由
り ゆ う

とした基本
き ほ ん

的
てき

人権
じんけん

の侵害
しんがい

がまだまだ残
のこ

され

ています。 

○ 地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の制度
せ い ど

基盤
き ば ん

として、従来
じゅうらい

の、高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・児童
じ ど う

など対象
たいしょう

別
べつ

の福祉
ふ く し

サービスの考
かんが

え方
かた

から、その人
ひと

の生活
せいかつ

のしづらさを地域
ち い き

社会
しゃかい

として「我
わ

が事
こと

・

丸
まる

ごと」で受
う

け止
と

める仕
し

組
く

みへの転換
てんかん

が国
くに

主導
しゅどう

で進
すす

められています。 

○ 町
ちょう

においても、本
ほん

計画
けいかく

と同時
ど う じ

に、「第
だい

2次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を計画
けいかく

期中
きちゅう

に抜
ばっ

本的
ぽんてき

に改
あらた

め、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくりを牽引
けんいん

する「第
だい

3次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」と

して策定
さくてい

したところです。 

（課題
か だ い

） 

○ 障害
しょうがい

と障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
り か い

の浸透
しんとう

のため、引
ひ

き続
つづ

き啓発
けいはつ

等
とう

を行
おこな

い、当
あ

たり

前
まえ

な権利
け ん り

が侵害
しんがい

されていることへの気
き

づきを持
も

って、その改善
かいぜん

に向
む

かえる地域
ち い き

社会
しゃかい

をつくっていくことが求
もと

められます。 

○ 生
う

まれつきによるもの・病気
びょうき

や加齢
か れ い

よるもの・事故
じ こ

によるものなど、障害
しょうがい

の原因
げんいん

も多様
た よ う

であり、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

や視覚
し か く

障害
しょうがい

のように外見
がいけん

からわかる障害
しょうがい

もあれば、

聴覚
ちょうかく

・言語
げ ん ご

障害
しょうがい

や内部
な い ぶ

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

など外見
がいけん

ではわからない障害
しょうがい

もある

ことから、障害
しょうがい

特性
とくせい

や特性
とくせい

に応
おう

じた配慮
はいりょ

についての理解
り か い

促進
そくしん

は継続
けいぞく

して進
すす

めて

いく必要
ひつよう

があります。 

○ 「障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条
じょう

約
やく

」「障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

」等
とう

に基
もと

づき、あらゆる差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を進
すす

める一環
いっかん

として、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

的
てき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

等
とう

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

○ 高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・児童
じ ど う

など対象
たいしょう

別
べつ

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有効
ゆうこう

に活
い

かしながら、複合的
ふくごうてき

な形
かたち

で 現
あらわ

れる一人
ひ と り

ひとりの生活
せいかつ

のしづらさを柔軟
じゅうなん

に受
う

け止
と

める共生型
きょうせいがた

の福祉
ふ く し

サ

ービスについても検討
けんとう

していく必要
ひつよう

があります。 

○ 地域
ち い き

の誰
だれ

もが、必要
ひつよう

な支援
し え ん

の「受
う

け手
て

」になり、「担
にな

い手
て

」にもなる地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくりに向
む

けて、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

もともに社会
しゃかい

を変
か

えていく主体
しゅたい

と

しての役割
やくわり

が一層
いっそう

期待
き た い

されます。 

26



27 

○ まちのバリアフリー化
か

と情報
じょうほう

バリアフリー化
か

をさらに進
すす

めて、移動
い ど う

やコミュニ

ケーションが円滑
えんかつ

に行
おこな

える地域
ち い き

づくり、安心
あんしん

・安全
あんぜん

な防災
ぼうさい

まちづくりを進
すす

める

ことが求
もと

められます。 

 

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に関
かん

する講演会
こうえんかい

の様子
よ う す
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［５］ 地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり 

（概況
がいきょう

） 

○ 障害
しょうがい

と障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
り か い

の促進
そくしん

は、依
い

然
ぜん

として障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の基本
き ほ ん

的
てき

な

課題
か だ い

であり、障害
しょうがい

があることを理由
り ゆ う

とした基本
き ほ ん

的
てき

人権
じんけん

の侵害
しんがい

がまだまだ残
のこ

され

ています。 

○ 地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の制度
せ い ど

基盤
き ば ん

として、従来
じゅうらい

の、高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・児童
じ ど う

など対象
たいしょう

別
べつ

の福祉
ふ く し

サービスの考
かんが

え方
かた

から、その人
ひと

の生活
せいかつ

のしづらさを地域
ち い き

社会
しゃかい

として「我
わ

が事
こと

・

丸
まる

ごと」で受
う

け止
と

める仕
し

組
く

みへの転換
てんかん

が国
くに

主導
しゅどう

で進
すす

められています。 

○ 町
ちょう

においても、本
ほん

計画
けいかく

と同時
ど う じ

に、「第
だい

2次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を計画
けいかく

期中
きちゅう

に抜
ばっ

本的
ぽんてき

に改
あらた

め、地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくりを牽引
けんいん

する「第
だい

3次
じ

精華町
せいかちょう

地域
ち い き

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」と

して策定
さくてい

したところです。 

（課題
か だ い

） 

○ 障害
しょうがい

と障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
り か い

の浸透
しんとう

のため、引
ひ

き続
つづ

き啓発
けいはつ

等
とう

を行
おこな

い、当
あ

たり

前
まえ

な権利
け ん り

が侵害
しんがい

されていることへの気
き

づきを持
も

って、その改善
かいぜん

に向
む

かえる地域
ち い き

社会
しゃかい

をつくっていくことが求
もと

められます。 

○ 生
う

まれつきによるもの・病気
びょうき

や加齢
か れ い

よるもの・事故
じ こ

によるものなど、障害
しょうがい

の原因
げんいん

も多様
た よ う

であり、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

や視覚
し か く

障害
しょうがい

のように外見
がいけん

からわかる障害
しょうがい

もあれば、

聴覚
ちょうかく

・言語
げ ん ご

障害
しょうがい

や内部
な い ぶ

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

など外見
がいけん

ではわからない障害
しょうがい

もある

ことから、障害
しょうがい

特性
とくせい

や特性
とくせい

に応
おう

じた配慮
はいりょ

についての理解
り か い

促進
そくしん

は継続
けいぞく

して進
すす

めて

いく必要
ひつよう

があります。 

○ 「障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

条
じょう

約
やく

」「障害
しょうがい

者
しゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう

」等
とう

に基
もと

づき、あらゆる差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

を進
すす

める一環
いっかん

として、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

的
てき

取扱
とりあつか

いの禁止
き ん し

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の

提供
ていきょう

等
とう

を進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

○ 高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・児童
じ ど う

など対象
たいしょう

別
べつ

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

を有効
ゆうこう

に活
い

かしながら、複合的
ふくごうてき

な形
かたち

で 現
あらわ

れる一人
ひ と り

ひとりの生活
せいかつ

のしづらさを柔軟
じゅうなん

に受
う

け止
と

める共生型
きょうせいがた

の福祉
ふ く し

サ

ービスについても検討
けんとう

していく必要
ひつよう

があります。 

○ 地域
ち い き

の誰
だれ

もが、必要
ひつよう

な支援
し え ん

の「受
う

け手
て

」になり、「担
にな

い手
て

」にもなる地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくりに向
む

けて、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

もともに社会
しゃかい

を変
か

えていく主体
しゅたい

と

しての役割
やくわり

が一層
いっそう

期待
き た い

されます。 
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